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令和６年度（２０２４年度）第１回東海市防災会議 議事録 

 

１ 日時 令和７年（２０２５年）１月２３日（木） 

午後２時から午後３時１０分まで 

２ 場所 東海市芸術劇場 リハーサル室 

３ 会議関係者等 

  会長 

   市長（花田勝重） 

  委員 

  ア 出席者 

副市長（星川功）、副市長（稲吉豊治）、教育長（鈴村俊二）、消防長

（風間忠広）、とうかい防災ボランティア・ネット会長（近藤秋男）、日本福

祉大学看護学部教授（新美綾子）、東海市消防団団長（沼澤恒一郎）、愛知県

知多県民事務所次長兼県民防災安全課長（小林克明）、愛知県知多保健所次長

兼総務企画課長（小林光浩）、愛知県知多建設事務所企画調整監（横里寿章）、

愛知県東海警察署警備課課長（杉浦和樹）、中部電力パワーグリッド㈱緑営業

所所長（小林暢一）、東海市医師会理事（久野直人）、東海市歯科医師会副会

長（木村慎吾）、東海市薬剤師会会長（佐野宏樹）、東海市コミュニティ推進

地区連絡協議会会長（柴田政廣）、知多メディアスネットワーク株式会社地域

情報部部長兼編成課課長（酒井佳恵）、日本赤十字社東海地区奉仕団団長（小

島あづさ）、東海市社会福祉協議会会長（久野久行）、東海市防災活動協力事

業者協会会長（榎本泰和）、東海市シニア連合会副会長兼女性部長（服部和

子）東海市民生委員・児童委員連絡協議会会長（蟹江幹雄）、東海市肢体不自

由児者父母の会会長（岡田裕子） 

以上２３名。 

イ 欠席者 

陸上自衛隊第３５普通科連隊重迫撃砲中隊中隊長（新矢満）、西日本電信

電話㈱東海支店設備部部長（本多裕治）、東邦ガスネットワーク株式会社東海

事業所所長（入谷賢）、東海市医師会会長（小嶋真一郎）、一般社団法人愛知

県トラック協会知多支部支部長（青木均）、東海市臨海工業地帯保安連絡協議
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会東レ株式会社東海工場環境保安課長（福田忠晴） 

以上６名。 

※ 会議委員２９名中、２３名の出席があり、２分の１以上の出席があったた

め、本会議は成立したもの（東海市防災会議条例第５条第２項）。 

  事務局 

総務部長（西山聖治）、企画部長（成田佳隆）、市民福祉部長（植松幹景）、

健康福祉監（橘洋子）、環境経済部長（小笠原尚一）、都市建設部長（若狭明

朗）、中心街整備事務所長（津田誠一郎）、水道部長（小林きよみ）、教育部長

（小島久和）、議会事務局長（ 田眞理子）、危機管理監（橘重夫）、防災危機

管理課職員４名、土木課職員３名、 以上１８名 

  随行者 

   ３名 

 傍聴者 

  なし 

４ 次第 

  開会のことば 

   危機管理監が出席委員数の報告を行い、会議中の注意事項を説明した。 

  会長あいさつ 

   市長があいさつをした。 

  審議事項 

  ア 東海市地域防災計画の修正について 

    事務局が説明を行った。 

    （東海市社会福祉協議会会長 久野久行委員） 

風水害等災害対策計画 第２編 第９章 第１節 避難所の指定・整備

等 １ 市における措置 (5）福祉避難所の整備について、今後福祉避難

所をどのように増やしていく考えか。 

（事務局） 

 今年度、市内の社会福祉法人と本市で初めて指定福祉避難所として協定

を結ばせていただき、特定地域の高齢者や障がい者等の要配慮者が直接避

難できる福祉避難所を増やすことができました。今後も民間の力を借りな
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がら、順次福祉避難所の整備を進めていきたいと考えています。 

    （東海市社会福祉協議会会長 久野久行委員） 

風水害等災害対策計画 第２編 第９章 第２節 要配慮者支援対策 

２ 市、県及び社会福祉施設等管理者における措置 （7）災害ケースマネ

ジメントについて、被災者一人ひとりをどのようにケアしていくか、また

誰がどう対応していくのか。 

（事務局） 

 災害ケースケアマネジメントに関する主な取組としましては、災害時に

避難所へ様々な事情を抱えた多くの被災者が避難される想定で、けがのケ

アやメンタルケアを東海市に在籍している看護職や保健師、また市民の中

で看護師資格をお持ちで災害時の災害支援に協力していただける潜在看護

師の方とともに行う救護所訓練があります。そのような訓練を通じて細や

かな被災者支援にあたることのできる人材を育成しながら災害ケアマネジ

メントの強化を進めていきたいと考えています。 

    （東海市社会福祉協議会会長 久野久行委員） 

     災害ケースマネジメント支援者の支援はどのようか 

（事務局） 

 日頃から介護・医療・福祉等との多業種連携に活用している「東海へい

しゅうくんネットワーク」というウェブシステムがあり、今年度からシス

テム機能を拡充して災害時においても連携できないか検討を進めていると

ころです。防災訓練等で連携を深めることに加え、そのようなデジタルツ

ールを活用しながらマネジメント支援者の支援をしていきたいと考えてい

ます。 

  イ 東海市水防計画の修正について 

    事務局が説明を行った。 

 報告事項 

 ア 緊急輸送道路の改定について 

   事務局が説明を行った。 

 イ 東海市地域強靱化計画の進捗状況について 

   事務局が説明を行った。 
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 ウ 東海市地域強靱化計画の改定について 

   事務局が説明を行った。 

 エ 令和６年度（２０２４年度）東海市の防災対策事業について 

   事務局が説明を行った。 

 その他 

  閉会のことば 

危機管理監が閉会のあいさつを行った。 

５ 公開、非公開の別 

  公開 


